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 東日本大震災では，津波被害の激しかった岩手県，宮城県，福島県のみなら

ず，北海道，青森県，茨城県，千葉県，栃木県など広域に渡り多くの被害を出

した．本報告では，地理情報システム学会東日本大震災支援チームの活動とし

て行われた栃木県那須烏山市における罹災証明発行と罹災証明を根拠とする支

援事業のワンストップサービスを可能にしたシステムに関して報告する．位置

情報と時間情報を同時に管理することによりシステムは構築され，それにより

被災者と行政の間に信頼関係を生むことにつながるメカニズムまでを説明する． 
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